
公表：令和3年2月10日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

1
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係
で適切であるか

5 0

民家を改装しての
スペースであるが、
畳でなく、木の床板
にし、子供用トイレ
に改装するなど配
慮している。

現状では最大限の工夫をし
ているが、やはり親子教室で
もあり、大人が多い環境で
は、狭さがあり、よりよい環
境をもとめて移転先を探して
いる。

2 職員の配置数は適切であるか 5 0

法律では、児５人に
１人の保育士が規
定されているが、丁
寧な保育を行うた
め３人体制で実施
している。

3

生活空間は、本人にわかりやすく構造化され
た環境になっているか。また、障害の特性に
応じ、事業所の設備等は、バリアフリー化や情
報伝達等への配慮が適切になされているか

5 0

ワンフロア―であ
り、見通しも良く、子
どもたちにもわかり
やすい環境となって
いる。

民家を改装した保育室であ
るため、段差はどうしても解
消できないので、踏み台を利
用している。安全を配慮した
保育が課題である。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境
になっているか。また、子ども達の活動に合わ
せた空間となっているか

5 0

子供用トイレが個
室ではないことか
ら、プライバシー確
保への配慮を心が
けている。

現状では、これ以上の改装
は考えられないので、適切で
心地良い環境を保障できる
園舎への移転を考えている。

5
業務改善を進めるためのＰＤＣＡサイクル（目
標設定と振り返り）に、広く職員が参画してい
るか

5 0

月に１回の職員会
議において、全職
員が参加して実施
している。

保育や園運営に関しては、
全ての職員が自分の意見を
述べられるような雰囲気づく
りをしたい。

6

保護者等向け評価表により、保護者等に対し
て事業所の評価を実施するとともに、保護者
等の意向等を把握し、業務改善につなげてい
るか

5 0

保護者による評価
や意見の聴取は、
来年度の予算に反
映できるように配慮
して時期を１１月と
している。

7

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価
表の結果を踏まえ、事業所として自己評価を
行うとともに、その結果による支援の質の評価
及び改善の内容を、事業所の会報やホーム
ページ等で公開しているか

5 0

事業所評価につい
ては、結果を法人
ホームページに掲
載している。

保護者の意見や職員の意見
を教室として検討して次年度
の保育・運営に反映できるよ
うにしていきたい。

8
第三者による外部評価を行い、評価結果を業
務改善につなげているか

0 5

法人独自の第三者を交えた
評価を行う。

9
職員の資質の向上を行うために、研修の機会
を確保しているか

5 0

研修の機会があ
り、職員体制が整う
場合は、研修等に
積極的に参加して
いる。

今年度新型コロナ感染予防
のため研修が中止になる場
合が多く、研修の機会が確
保できているは言えないが、
開催され次第参加していきた
い。

10

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者の
ニーズや課題を客観的に分析した上で、児童
発達支援計画・放課後等デイサービス計画を
作成しているか

5 0

計画担当者に任せ
るだけでなく、職員
が協議の上計画策
定している。
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【事業所職員向け】 児童発達支援・放課後等デイサービス自己評事業所における自己評価結果（公表）



11
子どもの適応行動の状況を図るために、標準
化されたアセスメントツールを使用しているか

5 0

法人　桃郷のアセ
スメントツールを使
用している。

12

児童発達支援計画・放課後等デイサービス計
画には、子どもの支援に必要な項目が適切に
選択され、その上で、具体的な支援内容が設
定されているか

5 0

法人の方針として、
２歳児は具体的な
目標よりは、初めて
の集団活動を親子
とも楽しめることを
目標としている。

13
児童発達支援計画・放課後等デイサービス計
画に沿った支援が行われているか

5 0

毎回保育終了後、
児一人ひとりの支
援内容を検討し、次
回保育に反映させ
ている。

14
活動プログラムの立案をチームで行っている
か

5 0

１か月の大まかな
活動テーマは、職
員会議で、日々の
プログラムについて
は、毎回の保育終
了後に当日の反省
を踏まえ次回のプ
ログラムを立案して
いる。

今後は活動プログラムをより
よいものにするため、木の実
教室の職員だけでなく、発達
相談員・保健師など専門家
からの指導も取り入れていき
たい。

15
活動プログラムが固定化しないよう工夫してい
るか

5 0

療育の意義や自宅
では経験できない
活動など、考慮した
プログラムになるよ
うに日々努力してい
る。

活動をより幅広いものとする
ため、研修の機会を多く持っ
ていきたい。

16
（放課後等デイサービスのみ）
平日、休日、長期休暇に応じて、課題をきめ細
やかに設定して支援しているか

17
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動
を適宜組み合わせて児童発達支援計画・放課
後等デイサービス計画を作成しているか

5 0

18
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、そ
の日行われる支援の内容や役割分担につい
て確認しているか

5 0

保育が始まる前、
当日のリーダーが
司会をして、支援内
容や役割分担につ
いて確認して、園児
を迎えている。

朝のミーテングがより効率的
で効果的にできる方法を追
及していきたい。

19
支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、
その日行われた支援の振り返りを行い、気付
いた点等を共有しているか

5 0

保育終了後、１時
間程度職員が保育
の反省や課題を検
討する時間を取っ
ている。

20
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、
支援の検証・改善につなげているか

5 0

毎回保育日誌・個
人の経過記録を記
入しながら、保育支
援の反省や課題を
話し合っている。

21
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援
計画・放課後等デイサービス計画の見直しの
必要性を判断しているか

5 0

入園後６ヶ月ぐらい
でモニタリングを行
い、計画の見直しを
行っている。

22
（放課後等デイサービスのみ）
ガイドラインの総則の基本活動を複数組み合
わせて支援を行っているか
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23
障害児相談支援事業所のサービス担当者会
議にその子どもの状況に精通した最もふさわ
しい者が参画しているか

5 0

木の実教室管理者
や児童発達支援管
理者など、児や保
護者をよく知る保育
士が参画している。

今後は、保育士の力量をつ
け、他機関との連携を学ぶ
ため、一般保育士にも参加し
てもらう機会を作っていきた
い。

24
（児童発達支援のみ）
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や
関係機関と連携した支援を行っているか

5 0

地域の保健師や子
育て支援センターと
は適宜情報を共有
し連携しながら、園
児保護者の支援を
実施している。

25

（放課後等デイサービスのみ）
学校との情報共有（年間計画・行事予定等の
交換、子どもの下校時刻の確認等）、連絡調
整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を
適切に行っているか

26

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害
のある子ども等を支援している場合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等
の関係機関と連携した支援を行っているか

27

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害
のある子ども等を支援している場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体
制を整えているか

28

（児童発達支援のみ）
移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚
園、特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援
内容等の情報共有と相互理解を図っているか

3 2

移行支援の体験や
見学については、
保健師や保護者と
日程調整など支援
し、情報共有を行い
適切な進路が選択
できるように支援し
ている。

園児が転園後スムーズに活
動に適応できるように、情報
を提供し連携をより図ってい
きたい。

29

（児童発達支援のみ）
移行支援として、小学校や特別支援学校（小
学部）との間で、支援内容等の情報共有と相
互理解を図っているか

2 3

転園支援などで
は、保護者に付き
添いながら体験や
見学をし、一緒に進
路を考えていくこと
を方針にしている。

30

（放課後等デイサービスのみ）
就学前に利用していた保育所や認定こども
園、幼稚園、児童発達支援事業所等との間で
情報共有と相互理解に努めているか

31

（放課後等デイサービスのみ）
学校を卒業し、放課後等デイサービス事業所
から障害福祉サービス事業所等へ移行する
場合、それまでの支援内容等の情報を提供す
る等しているか

32
他の児童発達支援センターや児童発達支援
事業所、発達障害者支援センター等の専門機
関と連携し、助言や研修を受けているか

3 2

同じ法人内に児童
発達支援センター・
事業を持っている
ので、保育技術や
発達相談員による
学習会など助言研
修を受ける機会が
ある。

職員体制を整えて、一人でも
多くの職員が研修にいけるよ
うにいていきたい。
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33

児童発達支援の場合は、保育所や認定こども
園、幼稚園等との交流や、放課後等デイサー
ビスの場合は、放課後児童クラブや児童館と
の交流など、障害のない子どもと活動する機
会があるか

0 5

保育所やこども園と
の交流は大切と考
えているが、親子教
室でもあり、交流方
法など困難が考え
られ、実施できてい
ない。

交流の意義は感じているの
で、その方法について職員と
検討していきたい。

34
（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ど
も・子育て会議等へ積極的に参加しているか

0 5

自立支援協議会へ
の直接の参加はで
きていないが、自立
支援協議会での決
定事項等について
は、伝達を受けて
いる。

自立支援協議会に直接参加
できなくても、アンケートなど
に積極的に答え、意見を伝
えていきたい。

35
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、
子どもの発達の状況や課題について共通理
解を持っているか

5 0

個人懇談等ではな
いが、適宜発達や
育児に関する話し
合いができる機会
を持っている。

36
保護者の対応力の向上を図る観点から、保護
者に対して家族支援プログラム（ペアレント・ト
レーニング等）の支援を行っているか

5 0

社会福祉法人桃郷
の家族支援プログ
ラムとして、保護者
交流会や（先輩保
護者の話）、発達相
談員による学習会
などを適宜開催し
ている。

37
運営規定、利用者負担等について丁寧な説明
を行っているか

5 0

運営規定や利用負
担については、入
園以前の体験や見
学の時と入園契約
時に２回説明してい
る。

38

児童発達支援計画・放課後等デイサービス計
画を示しながら支援内容の説明を行い、保護
者から児童発達支援計画・放課後等デイサー
ビス計画の同意を得ているか

4 1

必ず面談して署名・
押印をいただき、同
意を得ている。

39
定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対
する相談に適切に応じ、必要な助言と支援を
行っているか

5 0

児の発達の課題な
どを相談する機会
は発達相談員を交
えて年１回実施て
いる。

40
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を
開催する等により、保護者同士の連携を支援
しているか

4 1

保護者会活動はな
いが、保護者交流
会などで保護者同
士の連携を図って
いる。

次年度は保護者交流会だけ
ではなく、日頃の保育の中
で、保護者同士が仲良くな
り、悩みなどを相談できる関
係になるように保育士が意
識して対応していきたい。

41

子どもや保護者からの相談や申入れについ
て、対応の体制を整備するとともに、子どもや
保護者に周知し、相談や申入れがあった場合
に迅速かつ適切に対応しているか

5 0

登園時、降園後保
護者からの相談が
あれば対応できる
体制は整えている。

42
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予
定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対
して発信しているか

5 0

おたよりは月１回、
必要な情報や連絡
などは適宜発行し
ている。

43 個人情報の取扱いに十分注意しているか 5 0

個人情報について
は持ち出し禁止・保
管方法には気をつ
けている。

法人としての個人情報の方
針を策定する予定であるの
で、決定後職員に周知徹底
していきたい。
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44
障害のある子どもや保護者との意思の疎通や
情報伝達のための配慮をしているか

5 0

45
事業所の行事に地域住民を招待する等地域
に開かれた事業運営を図っているか

3 2

コロナ禍において感染予防
の観点から地域住民を招待
するなどは実施できなかった
が、コロナの感染が治まり次
第、再開したい。

46

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルを策定し、職員や保護者
に周知するとともに、発生を想定した訓練を実
施しているか

3 2

マニュアルは作成していた
が、個々に説明はしていな
かったので、入園時マニュア
ルも保護者に配布していくよ
うにする。

47
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出
その他必要な訓練を行っているか

3 2

親子保育でもあり、非常時に
は適切に対応できるとの判
断から訓練を実施してこなっ
たが、来年度は活動の中に,
取り入れていきたい。

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等の
こどもの状況を確認しているか

4 1

入園前に、保健師
や保護者から聞き
とりを丁寧に行って
いる。

現在通園している園児には
可能性が低いが、てんかん
発作が起こった場合の対応
手順、職員の役割分担など
マニュアル化しておく必要が
あるので、作成していきた
い。

49
食物アレルギーのある子どもについて、医師
の指示所に基づく対応がされているか

5 0

給食を提供してい
ないが、活動でクッ
キングなどもあり、
入園時保健師や保
護者からアレル
ギーに関する情報
を共有している。

50
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有
しているか

3 2

事故まで至らない
事例につては、職
員間で情報共有し
ている。

ヒヤリハットの様式を作って、
今後保育士の共有事項とし
て残していきたい。

51
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保
する等、適切な対応をしているか

5 0

年３回虐待チックリ
ストを行い、職員の
虐待への意識を確
認して、法人研修を
受講している。

虐待研修の機会等はもうけ
ているが、日々の保育の中
で職員が虐待を意識した保
育を心がけていきたい。

52

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行う
かについて、組織的に決定し、子どもや保護
者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児
童発達支援計画・放課後等デイサービス計画
に記載しているか

4 1

身体拘束を必要と
する児は対象として
いない。

○
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この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。



公表：令和3年2月10日

チェック項目 はい
どちらとも
いえない いいえ

わから
ない

ご意見 ご意見を踏まえた対応

①
子どもの活動等のスペースが十分に確保され
ているか

6 7 0 0

工夫していただ
いていると思う
が、参加人数が
多い時には狭く
感じる。園庭が
あればと願う。

民家を改装した園舎であるた
め、柱の位置など保育しづらい
面もあり。適切な場所への移転
も検討中である。

② 職員の配置数や専門性は適切であるか 10 1 0 2

事業は、法的には園児５人に１
人の保育士の配置が決められて
いるので、３人体制を組んで保育
にあたっている。

③

生活空間は、本人にわかりやすい構造化され
た環境になっているか。また、障害の特性に応
じ、事業所の設備等は、バリアフリー化や情報
伝達等への配慮が適切になされているか

7 3 1 2

床が滑りやすく、
マットを並べては
どうか。段差が
高いように思う。

安全が確保できるように、身体を
動かすリズムなどでは滑らない
ように素足で行うなど配慮してい
る。段差については踏み台を置く
などしています。

④
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境に
なっているか。また、子ども達の活動に合わせ
た空間となっているか

8 3 1 1

子供用トイレが
改装して作られ
ているが、部屋
から見える位置
にあり専用の部
屋ならいいので
はと思う。

民家を改装しているので、子供
用のトイレの位置が悪く、個室に
はできなかったので、プライバ
シーには今後最大限配慮するよ
うにします。

⑤
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分
析された上で、児童発達支援計画・放課後等デ
イサービス計画が作成されているか

10 0 0 3

入園当初に１回計画を作成し、
半年後にもう一度モニタリングを
実施して、課題を検討し、再度計
画を作成している。

⑥

児童発達支援計画・放課後等デイサービス計
画には、子どもの支援に必要な項目が適切に
選択され、その上で、具体的な支援内容が設定
されているか

10 1 0 2

桃郷の方針で初めての集団活
動でもあり、親子で楽しむ大切さ
を考えて、具体的な支援内容よ
り幅広い目標としている。

⑦
児童発達支援計画・放課後等デイサービス計
画に沿った支援が行われているか

13 0 0 0

毎回の保育終了後、児一人ひと
りの今日の様子を検討し、次回
の活動に反映させている。

⑧
活動プログラムが固定化しないよう工夫されて
いるか

12 1 0 0

いろいろな活動
プログラムが楽
しめているのか、
家ではあまりな
いテンションでい
ることが多い。

園内活動だけでなく、園外活動、
音楽や人形劇など自宅では経験
できないことも経験できるように
プログラムに工夫している。

⑨

児童発達支援の場合は、保育所や認定こども
園、幼稚園等との交流や、放課後等デイサービ
スの場合は、放課後児童クラブや児童館との交
流など、障害のない子どもと活動する機会があ
るか

0 0 9 4

親子一緒に参加の教室であるた
め、保育所やこども園との交流
は困難と考えている。

⑩
運営規定、利用者負担等について丁寧な説明
がなされたか

13 0 0 0

⑪
児童発達支援計画・放課後等デイサービス計
画を示しながら、支援内容の説明がなされたか

12 0 0 1

⑫
保護者に対して家族支援プログラム（ペアレン
ト・トレーニング等）が行われているか

8 1 0 4

保護者交流会や
学習会の時間に
いろいろ助言し
てもらえてありが
たかったです。

社会福祉法人　桃郷の家族支援
プログラムとして、保護者交流会
（先輩保護者の話を聞いて、保
護者同士悩みを交流したりす
る。）・発達相談員等による保護
者学習会など実施している。

事業所名：　　　木の実教室　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保護者等数（児童数）　１３　　　　　回収数　１３　　　　割合１００　　　　　％
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⑬
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子
どもの健康や発達の状況、課題について共通
理解ができているか

13 0 0 0

木の実教室の方針として、できる
だけ保護者の方と話をする時間
をつくって、子どもたちの様子を
伝えるようにしている。

⑭
定期的に、保護者に対して面談や、育児に関す
る助言等の支援が行われているか

12 0 0 1

児の発達の課題などを相談する
機会は発達相談員を交えて年１
回実施している。

⑮
父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催
等により保護者同士の連携が支援されている
か

5 1 6 1

保護者会活動はないが、保護者
交流会などで保護者同士の連携
を図っている。

⑯

子どもや保護者からの相談や申入れについ
て、対応の体制を整備するとともに、子どもや
保護者に周知・説明され、相談や申入れをした
際に迅速かつ適切に対応されているか

11 0 0 2

登園時、降園後等、保護者から
相談があれば対応できる体制は
整えている。

⑰
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達の
ための配慮がなされているか

12 1 0 0

おたよりは月１回配布し、情報提
供や連絡など必要時に適宜行っ
ている。

⑱

定期的に会報やホームページ等で、活動概要
や行事予定、連絡体制等の情報や業務に関す
る自己評価の結果を子どもや保護者に対して
発信されているか

13 0 0 0

毎年業務に対する自己表価の結
果は、法人ホームページに掲載
している。

⑲ 個人情報の取扱いに十分注意されているか 12 0 0 1

個人情報については、持ち出し
禁止・保管方法等気をつけてい
るが、法人としても個人情報保護
の方針を決定して取り組んでいく
予定である。

⑳

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染
症対応マニュアルを策定し、保護者に周知・説
明されているか。また、発生を想定した訓練が
実施されているか

2 0 6 5

親子保育であり、災害発生時、
迅速な行動が可能と判断して、
対応マニュアルを作成していた
が、配布するなどの配慮が出来
ていなかった。来年度からは入
園時にはすべての保護者に配布
して説明していきたい。

㉑
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、
その他必要な訓練が行われているか

0 0 6 7

親子保育であり、災害発生時、
迅速な行動が可能と判断して、
訓練など計画していなかったが、
保育活動の中や散歩中に避難
所を確認するなど、訓練を取り入
れていきたい。

㉒ 子どもは通所を楽しみにしているか 12 1 0 0

教室に行くときイ
ヤイヤするときも
あるが、教室に
つけば楽しんで
います。とても楽
しみにしていま
す。

出席率もよく、欠席の場合も保護
者から理由の連絡があるなど、
活動を楽しみに通所していると
感じられ職員はうれしく思ってい
る。

㉓ 事業所の支援に満足しているか 13 0 0 0

やさしい先生ば
かりでとても満足
しています。

保護者の方々も保育に協力的
で、不安や悩みなど気軽に話し
てくれる関係ができており、保育
や園運営がスムーズに出来てい
ます。

○

満
足
度

この「保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）」は、保護者等の皆様に「保護者等向け児童発達支援・放課後等デイサービス評価表」
により事業所の評価を行っていただき、その結果を集計したものです。
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